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暗殺まか市政情綴掲載〉

10月14日開)は 「体育の日J。さわやかな秋晴れ申もと、恒例の上田古

戦場健康マラソンが行われました。今年は、幼児から60歳以上のかたま

で650人余りが事加しました。

ゼッケンを胸に付け、各自でウォーミングアップを済ませ、

にスター卜しました。

lOkmコ スに書加してタイムを競う選手、健康2.5kmコースで自分

の体力に合わせて走るかた、小さなお子さんを辿れて書加したかたなど、

皆さん思い思いに秋田一日を楽しみました。

また、今回初めてlOkmコースに車いすで参加した土屋行則さん(中

之条・ 上白写真)も無事完走。上回城跡公岡田砂利道にンー 卜を重いて、

走路を確保するボランティア白皆さんが温かな声援を送りました。

コース$'1

い
い
汗
か
き
彦
し

ー
第
向
田
上
田
古
戦
場
健
康
マ
ラ

.データ(10月 1日現在}

人 口 122，3四人l+42) 
奥田 137人(+71 
女 62.192人什35)

笹 得 45.734戸(+77)
外届人食器者数 4，391人(+52) 

男 2，219人(十32)
女 2，172人(+20) 

※( )内は、前月に対する樋減数値

私たち「マラソン仲間」です。 15入居どいます。県内各地

に住んでいるので、ふだんは寄自で樟冒していますが 大会

に重参加するとそこで仲間と出会います。

私I~普からマラソンをやっていたわけではないんですよ。

もともとは子どもがマラソン昨きで、私がある大金の時、子

どもに「意外と遅いのね」と話したら、 「じゃあ自分で走っ

てみればつJと言われて出めたのがきっかけEんですe

今年は圭年と比べてコ スの案内板がしっかりしていて走

りやすかったですね。本当陰 極訪湖のほとりにあるような

マラソンコースが、上回にもあったらいいですよね。
大井敏子吉ん (/1田町・右鑓)
と「マラソン仲間」の皆吉ん

尼 毛主主
主主JもJ



ゴチ正月。、-+， 
J区

型詮i1'di
ト

市役所での、平成13年度

二酸化炭素削減状況は

15014001の適用範聞であ

る市役所本庁舎等の「エコオフィス

活動Jの状況をお知らせします(下

韮のとおり)。これにより、平成10
年度対比で13.4%の二酸化炭輩を削

減できた由をはじめ、約360万円由

経費節減となりました。また「上田

市環境基本計画」に基づき、各積環

境保全事業を推進しています。

同13年度
結果

H13年度
目療

取組項目

10.8% コピー用紙の I -8% 
使用量を削減します | 例'"~度対出

19.1% 15% 
例叩阜狸期比〉

電気の使用量を
削減します

開
園
開
園
同
開
閉
閑
回
目
白

市

4e附
で
は
、
率
先
し
て
地
球
温
曝
化
の
防
止
を
図
る
た
め
、
環
境

改
善
活
動
の
国
際
規
格
で
あ
る
l
S
D
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。

市
立
保
育
園
で
も
、

「
環
境
に
や
さ
し
い
保
育
園
づ
〈
り
」
を
目
指
す

こ
と
と
し
、
今
年
度
は
、
ま
ず
、
塩
民
保
育
園
・
国
分
保
育
園
・
城
下

保
育
園
・
塩
田
中
央
保
育
園
町

4
固
で
モ
デ
ル
的
に

l
s
oの
仕
組

(
活
動
の
計
画
を
立
て
、
実
行
し
、
そ
の
成
果
を
点
検
・
見
直
し
を
す

る
)
を
利
用
し
た
環
境
改
善
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
取
組
の
成
果
が
上
が
っ
た
と
し
て
、
市
長
か
ら
「
環

境
に
や
古
し
い
保
育
園
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
/

間
児
も
害
加
で
き
る
取
組
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
各
教
室
で
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み

を
分
け
ま
す
。
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搬
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ガソリノの使用量を I:tO% 
削援します I (H12年度対比}

O 

42.0% 土 0%
。同時酎凶

灯油の使用量を
削援します

0.5% 土 0%
(H12年度刷

程油の使用置を
削減します

13_3% 10% 
。"'"毎度射比〉

A重油の使用量を
削揺します

2氾3%都市ガスの使用量を I-10% 
削減します 川 崎 酎 船

22% 
(Hl0隼屋対比}

上水道の使用量を
削減します

31.2% 

①
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
区
別
だ

け
で
な
く
、
資
源
白
骨
別
も
で
き

②
水
を
出
し
っ
放
し
に
し
な
い
よ
う
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

気
を
つ
貯
ま
す
。

?。
②
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
と
き
、
水

③
給
食
は
残
さ
ず
立
べ
る
よ
う
に
し

曹

を
出
し
っ
放
し
に
在
仏
語
ヲ
気

ま
す
。

同

を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

d

i
 

④
生
き
物
白
飼
育
観
察
や
花
な
ど
の

勺
③
一
給
食
を
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
な

栽
培
を
過
し
て
、
自
然
と
の
関
わ

いや

り
、
好
き
嫌
い
が
減
り
ま
し
た
。

り
を
深
め
ま
す
。

℃

← 6.0% 
【""匁酎削

リサイクルの准遂を
図ることで、可燃
ごみの排出置の
滅量に努めますC 
+ノーマイカー通勤にご協力を+

市役所では、マイカ一通勤による

環境へ自負荷を低減するため、旦ー2
聞のノ ーマイ カーデーを実施し宅T、

ます。市民の皆さんも、ノ マイカ-.， 

通勤にご協力ください。 ，

[ 2] 14.11.1 

⑤
お
た
よ
り
で
家
庭
に
簡
で
の
様
子

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
等

子
ど
も
た
ち
の

峨
爆
は
/

保
護
者
か
ら
一
言

①
先
生
方
の
努
力
回
お
か
げ
で
、
子

ど
も
た
ち
に
は
、
ご
み
の
分
別
な

ど
が
自
然
な
車
で
身
に
付
い
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

②
保
育
園
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
、

電
気
を
消
し
た
り
、
ご
み
の
分
別

方
法
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
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自然と水『子ど事たちに残したい
第10期上田市公共下水道事業認可区域

霊益者負担金・分担金説明会のお知ら世

~区域内に土地 ・家屋をお持ちのかた、土地を使用されているかたはご出席を~

者負担金・分担金を負担していただく皆さんを対象に、

左下の説明会日程表のとおり説明会を開催します。

対皐となるのは、下白各図E二コ 区域内に土地もしく

はま昼を所有されているかた、または土地を使mしてい

るかたです。ただし、アパ トなどの借家に入居されて

いるかたは対虫となりません。

対車地区で該当されるかたは、お近くの説明会にご出

席をお願いします。

なお、土地所有者のかたには自治会回監によりお知ら

せします。不明な点は、お問い合わせくださし、。

環境の世紀といわれる今日、 豊かな自然環境を保全し、

未来へ引き継ぐのは私たちの重要な使命です。下水道は、

子どもたちに豊かな自然と水を残すため、また清潔で明

るく住みやすいまちづくりを進めるために重要な施設で

す。

この下水道施設の建設にあたっては、「畳益者負担金

制度」を設け、皆さんに建設費の一部を負担していただ

いています。

このたび、公共下水道事業白南部処理区(下図)と中

塩悶処型区(下図)由整備区域拡大に伴い、新たに受益
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I西塩田会

11月18臼伺)
|多目的集会場前山会館

|西前山公民館
11月19日ω

1手塚公民館

1大豆振興生産センター(福田)
11月20自刷

l古吉町改善センタ

lーと 吉田改善センタ
11月21臼同

1川辺町会館

1神畑公民館
11月26日ω

1窟升公民館

1神畑公民館
11月27目白ol

|朝日ケ丘自治会館

|御所公会堂
11月28己同

|諏訪形公民館

とき

、

第
叩
期
認
可
区
域

口画面雇コ

-， 
※各会場とも午後7崎からとなります.
都合のよい会場へご出席ください。

~ 
可同

14.11.1 

(上自

宅益事

F 
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監査の結果を公表しますt
地
方
自
治
法
第
1
9
9
提
第
4
項

の
規
定
に
よ
る
平
成
同
年
度
定
期
監

査
及
び
同
条
第

7
項
目
組
定
に
よ
る

平
成
H
年
度
財
政
援
助
団
体
等
監
査

を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
関

す
る
報
告
を
公
表
し
ま
す
。

上
回
市
民
査
岳
民

同

土 石
屋 升

俊
夫

附

一

ー
監
査
実
施
期
間

平
成
H
年

5
月
8
日
か
ら
平
成
H

年
叩
月
M
日
ま
で

2
監
査
の
範
囲

平
成
日
年
度
目
財
務
に
閲
す
る
郁

務
処
理
の
状
況
、
契
約
、
事
務
及
び

耶
援
の
執
行
状
況
等

3
監
査
の
対
車

川
上
岡
市
全
部
局

間
建
股
工
事
現
場
監
亜
塩
田
中
央

保
育
閣
事
転
改
聾
事
業
、
蔵
学
官

辿
憐
支
援
施
設
建
設
事
業
、
塩
田

西
農
村
公
闘
鞍
備
事
業
、
国
分
新

駅
設
置
事
輩
、
上
回
峡
跡
公
園
整

備
事
業
、
血
聾
集
落
排
水
事
業
処

理
施
設
新
華
工
事
(
室
賀
処
理
場
)
、

西
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

4
監
査
の
方
法

平
成
同
年
度
上
岡
市
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
白
歳
入
歳
出

及
び
岡
付
属
書
類
白
監
査
に
あ
た
っ

て
は
、
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
事

業
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
し
、
適

正
か
っ
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
、
地

方
自
治
法
第
2
条
第
H
項
、
同
呆
第

凶
項
及
び
地
方
公
営
企
聾
法
第

3
条

の
脱
定
並
び
に
蛾
金
の
議
決
白
趣
旨

に
の
勺
と
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
か
帯

に
留
置
し
、
関
慌
時
帳
簿
及
び
阪
轡

惣
を
照
合
す
る
と
と
も
に
開
帳
資
科

目
提
出
を
求
め
、
関
保
職
只
か
ら
説

明
を
畳
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

5
監
査
の
結
果

予
算
の
執
行
及
び
財
産
自
官
理
並

び
に
財
政
運
営
全
般
白
執
行
に
つ
い

て
は
、
通
年
改
善
の
あ
と
が
認
め
ら

れ
、
お
お
む
ね
適
正
で
あ
り
所
期
の

成
果
を
収
め
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、
毎
年
業
務
白
外
部
委

慌
に
よ
る
人
例
費
削
減
並
び
に
需
用

費
(
宣
積
貨
・
光
熱
水
質
等
)
及
び

補
助
金
白
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
市
営
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
施

設
の
利
用
改
普
な
ど
も
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
事
務
(
擢
務
)
処
理
上
、

留
意
文
は
政
相
甘
す
べ
き
事
項
は
、
そ

の
つ
ど
創
意
、
改
普
を
促
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
主
な
改
普
要
望
事

項
は
次
回
と
お
り
で
す
。

川
財
限
状
況
に
つ
い
て

・
岡
幽
闘
幽

①
歳
入
に
つ
い
て

国
由
財
政
難
の
も
と
、
今
陸
地
方

交
付
税
や
国

・
県
白
補
助
金
は
漸
誠

見
込
み
の
う
え
、
利
子
部
交
付
金
白

減
少
や
市
税
の
伸
び
悩
み
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

こ
の
中
で
も
財
政
の
基
本
と
な
る

市
説
に
つ
い
て
、
過
去
4
年
ご
と
白

収
納
状
況
を
み
る
と
問
凶
圃
の
と
お

り
で
す
。

1.411 

718 

693 

人不納欠綱領l

〈百万円)

82 

48 

U 

治加額 418 

市
税
収
入
額
l
・

ω倍
に
対
し
、

平
副
欠
損
額
は

2
・
叫
倍
、
滞
納
額

は
l
-
W倍
に
逮
し
、
市
税
滞
納
額

の
増

(
6
9
3百
万
円
)
は
、
市
税

収
入
額
の
哨

(
4
1
8百
万
円
)
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

舶
脱
の
公
平
性
の
磁
保
及
び
自
主

財
源
の
磁
保
の
視
点
か
ら
も
、
滞
納

聾
理
専
任
者
の
増
員
を
図
り
滞
納
監

理
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
滞
納
者

に
対
し
的
確
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
望
み
ま
す
。

②
書
出
に
つ
い
て

年
間
叩
憧
円
以
上
の
科
目
別
支
出

に
お
け
る
、

5
年
ご
と
の
年
平
均
支

出
額
は
、
四
回
園
田
と
お
り
で
す
。

5
年
ご
と
の
年
平
均
支
出
績
を
比

較
す
る
と
、
公
債
費
、
商
工
費
、
民

生
費
、
土
木
費
は
大
幅
に
増
加
し
、 (2.41倍)(1.02倦)(倍率)

教
育
費
と
総
務
費
は
誠
歩
し
て
い
ま

す。
科
目
別
の
支
出
割
合
に
つ
い
て
の

検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
更
に
細
か
な
費
目
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
増
減
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
の
費
目
ご
と
に
過
去

か
ら
の
推
移
査
を
作
成
し
、
歳
出
削

減
を
図
る
も
の
、
最
恒
先
と
し
て
進

め
る
も
の
な
ど
を
決
定
し
、
業
高
の

改
普
を
図
勺
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

③
公
債
費
(
借
入
元
利
童
)
に
つ
い

て閏
凶
闘
の
と
お
り
、
公
債
費
支
出

白
増
加
率
は
一
番
高
く
、
平
成

4
年

度
と
平
成
凶
年
度
で
比
較
す
る
と

閏
凶
闘
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

和
子
は
低
金
利
時
代
を
背
景
に
、

平
成
日
年
度
以
降
減
少
に
転
じ
て
い

ま
す
が
、
元
金
慣
遣
は
こ
の
と
こ
ろ

( 

E翠E

(4] 

元(金百償万還円額〉 1R(子百万償濁円煩〉(百合万計円〉

~"'4 年度 1.445 1.297 2.742 

F成13年度 5，281 1.789 7.070 

増加額 s 3，回6 492 4.328 

(倍率) (3，65倍) (1.38情) (2腿僧〕

14，11.1 

況状の出主置幅
四A

A
 -

聾
年
7
憧
円
以
上
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
元
利
慣
還
の
た
め
の
財

源
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

④
繰
出
童
に
つ
い
て

平
成
日
年
度
の
特
別
会
計
、
企
業

会
計
へ
の
繰
出
金
総
額
は

4
4
5
1

百
万
円
で
、
平
成
凶
年
度
対
比
で

1
9
8
0百
万
円

(
1
・

m倍
)
増

と
な
勺
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
医
療

3
会
計
(
国
民
健
康
保
険

・
老
人
保

健

・
介
護
保
険
)
へ
の
繰
出
金
は
平

成
叩
年
度
対
比
で

2
・

ω倍
、
下
水

道
関
辿
へ
の
輯
出
金
は
同
じ
く

l
・

犯
倍
に
な
う
て
お
り
、
今
笹
荷
会
計

と
も
増
大
が
且
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

歳
出
削
減
に
よ
る
財
源
確
保
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問
削
閥
闘
困
圃

①
医
療

3
会
計
に
つ
い
て

平
成
時
年
度
に
お
い
て
上
岡
市
民

が
支
払
っ
た
医
療
費
(
本
人
負
担
額

由
ほ
か
国
庫
支
出
金
等
す
べ
て
を
含

む
)
は

2
1
6億
円
で
、
上
田
市
一

般
会
計
歳
出
決
算
額
の
約
半
分
に
匹



〔監査の結果を公表します . 
敵
し
、
5
年
間
で
旬
億
円
(
年
平
均

叩
%
増
の
日
%
増
)
の
大
幅
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
由
雄
入
金

も
却
億
円
を
超
え
、
今
佳
い
っ
そ
う

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

一
般

会
計
に
大
き
な
器
響
を
与
え
ま
す
。

ωで
後
述
す
る
と
お
り
、
医
療
費

の
削
減
は
同
家
的
な
牒
題
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
市
民
あ
げ
て
の
健
康
対

策
が
必
裂
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

医
協
3
会
計
以
外
の
特
別
会
計
は
、

世
前
ど
お
り
の
耶
揖
内
容
で
大
き
江

変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
依
然
と
し

て
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る
点
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
改
曹
が
望
ま
れ
ま

す
。

間
財
務
比
率
に
つ
い
て

平
成
凶
年
度
に
お
け
る
県
内
口
市

町
公
債
費
負
担
比
率
、
起
債
制
限
比

率
、
現
伯
尚
倍
率
を
み
ま
す
と
、
上

田
市
は
同
位
か
ら
口
位
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
公
償
費
負
担
比
串
は
、

税
収
等
の

一
般
財
甑
に
占
め
る
公
償

問

(借
入
元
利
金
の
返
済
額
)
の
割

合
で
示
一
さ
れ
、

一
般
的
に
日
%
で
黄

信
号
、
初
%
で
事
情
号
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

上
悶
市
の
公
債
目
白
問
比
串
は
、

平
成
ロ
年
度
引

・
9
%
、
平
成
凶
年

度

m
・
l
%
で
加
%
を
超
え
、
赤
信

号
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
桂
し
ば
ら
く
公
債
費
は
増
加
し

ま
す
申
で
、
公
債
費
負
担
比
率
の
赤

信
号
は
続
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
地

方
債
の
尭
行
を
抑
え
l
日
も
早
い
赤

信
号
か
ら
の
脱
却
を
願
う
も
の
で
す
。

問
国
家
財
政
の
地
方
へ
の
影
響
に
つ

い
て

日
本
人
白
人
口
は
今
後
減
少
す
る

中
で
、
加
歳
以
上
の
老
齢
人
口
は
、

平
成
日
年
度
1
4
2
4
万
人

(企
人

目
白

u
・
2

%
)
か
ら
平
成
幻
年
度

に
は
2
6
2
5
万
人

(同
引
・
7
%〕

に
借
地
す
る
と
干
世
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
医
療
費
も
年
々
哨
え
続
け
、

右
下
回
目
闘
圃
白
と
お
り
平
成
幻

年
度
に
は
飢

・
4
兆
円
を
超
え
、
平

成
M
年
度
の
国
家
予
算
凱

・
2
兆
円

に
匹
敵
す
る
額
と
な
り
ま
す

(厚
生

労
働
省
試
算
)
。

平
成
日
年
度
の
医
療
費
白
総
額
は

叩
・
9
兆
円
で
、
平
成
H
年
度
目
国

債
発
行
額
(
借
金
)
初
兆
円
と
且
合
勺

て
い
ま
す
。
税
収
の
増
加
が
な
け
れ

ば
、
平
成
幻
年
度
に
は
現
在
の
国
家

予
算
全
部
を
医
療
費
に
つ
ぎ
込
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
な
り
ま

す
と
同
家
公
務
員
の
給
料
も
年
金
も

払
え
ま
せ
ん
し
、
福
祉
事
業
も
公
共

事
業
も
い
っ
さ
い
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
さ
り
と
て
、
今
桂
の
医

療
費
を
す
べ
て
国
債
発
行
で
賄
う
こ

と
も
不
可
能
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
国
の
行
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
国
民
や
地
方
公
共
団
体
に
も

し
わ
ょ
せ
が
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ

lIfJl富田・-国家予曹と医療費

"" 

•• お痛円

~ 

り
ま
せ
ん
。

こ
白
よ
う
に
医
療
費
問
題
一
つ
を

と
っ
て
も
、
国
・
地
方
と
も
た
い
へ

ん
厳
し
い
転
換
期
に
あ
り
ま
す
の
で
、

思
い
切
っ
た
出
断
が
迫
ら
れ
て
き
た

と
い
え
ま
す
。

凶
行
政
政
革
に
串
た
っ
て

国
・
地
方
と
も
財
政
は
た
い
へ
ん

厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
白
で
、
今
ま
で
程
度
目
改
革
で
は

済
ま
さ
れ
ず
、
抜
本
的
な
改
革
が
必

聾
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
田
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
に

述
べ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
財
政
カ

に
お
い
て
た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
-
日
も
早
い
次
の

よ
う
な
取
組
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

11.. 
マ
職
員
数
の
削
減
新
規
職
員
採
用

白
見
合
わ
せ
、
臨
時

・
パ
l
ト
職

員
対
応
に
よ
る
人
件
費
削
減

マ
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
採
用

業

務
の
見
直
し
等
に
よ
る
事
業
費

・

経
費
申
削
減

マ
業
務
の
外
部
委
既
化
の
推
進
業

務
の
外
部
事
詫
に
よ
る
ワ
!
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
体
制
の
推
進
と
人
件
費

白
削
減

マ
市
民
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
再
検
肘

緬
助
金
等
の
且
直
し
と
、
市
民
に

よ
る
行
放
置
用
の
応
分
負
担

(本

来
市
民
が
行
う
べ
き
も
の
、
市
民

が
負
担
す
べ
き
も
の
な
ど
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
)

"・.

以
上
述
べ
て
き
ま
し
た
と
お
り
、

歳
入
は
伸
び
悩
み
、
歳
出
は
増
大
し

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
ま
ま
で

は
財
政
力
白
低
下
は
避
け
ら
れ
ず
、

い
っ
そ
う
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
白
進
展
に
伴

、

う
稲
祉
施
置
の
充
実
、
教
育
・
文
化

等
の
施
設
盤
情
な
ど
今
陸
多
額
の
財

政
需
要
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
の

弾
力
化
を
損
わ
な
い
よ
う
、
い
勺
そ

う
自
主
財
甑
白
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
市
街
・
事
業
白
且
直
し
、
合
理

化
・
委
託
化
な
ど
従
来
に
な
い
抜
本

的
な
改
革
を
進
め
、
市
政
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
増
止
に
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

1
監
査
実
施
期
間

平
成

H
年
9
月
刊
日
か
ら
平
成
H

年
叩
月
剖
日
ま
で

2
監
査
の
対
車

川
上
回
市
民
生
委
員
児
童
委
只
協
議

金
上
田
市
民
生
委
託
児
童
委
只

協
議
会
補
助
金

間
職
業
訓
練
法
人
上
小
企
上
小
高
等

職
擢
訓
練
校
上
小
高
等
職
業
訓

練
校
補
助
金

間
信
州
う
え
だ
良
聾
協
同
組
合
血

事
放
送
施
設
整
情
事
業
補
助
金

凶
上
電
パ
ス
昧
式
会
社
廃
止
路
線

代
替
パ
ス
運
行
事
章
補
助
金

3
監
査
の
方
法

平
成
凶
年
度
補
助
金
の
事
務
処
理

状
況
及
び
団
体
白
出
納
そ
の
他
事
務

由
執
行
で
当
該
財
政
援
助
に
関
す
る

も
の
に
つ
い
て
、
調
替
と
関
保
瞥
類

に
よ
り
、
市
閲
轟
諜
か
ら
説
明
を
聴

取
す
る
と
と
も
に
、

当
鉱
団
体
に
お

い
て
も
実
地
に
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

4
監
査
の
結
果

補
助
金
の
事
務
処
理
状
況
及
び
団

体
の
出
納
そ
の
他
事
積
の
執
行
に
つ

い
て
は
、
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
補
助
金
交
付
に
閲
す
る
轡

類
を
簡
素
化
し
、
事
務
処
理
の
効
率

化
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

14.11.1 [5] 
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4 

岡市男女共同参画推進条例(仮称)に
り込むべき内容に皆さんのご意見を!

上田市では、男立共同参画社会の実現を目指して平成3年巴第 1次「女

性行動計画」、平成8年E第2次「うえだ女性プラン DJ、平成13!1'.1;e

は第3次計画として「うえだ男女共同参画プラン」を策定し、さまざま

な施策を権準してきました。

平成11年6月23日巴は国で「男女共同参画社会基本法」ガ公布・施

行され、その後岳地で男女共同参画を推進する条例制定の勘きがあり、

上田市でも条例制定を希望する気置が高まってきEだめ、周年6月巴「上

田市男女共同参画縫進委員会」の中に条例検討部舎を留置し、条例Z盛

り込むべき内容の横討を進めてきましE。

この度、華例巴盛り込むべき内密案がまとまりましEので、市民の皆

さん巴お知5せし、条例伝聞するご意見をいだだきだいと思います。

舎後、皆さんからのご意見を参警に条例案をまとめ、 3月定例市議会

巴提震菅る予定です。

基本的危考え方l孟!
男女共同参画社会基本法の理念に準じた内容にしま

す。

既に制定済みの他市の条例の良いところを取り入杓

芯がら、上田市らしさを出していきます。

市民にわかりやすい、実効性のある条例にします。

市民の意見が反映された条例にします。

目指すものは!
男性だかう女性だか己ということで生音方が制約さ

れるとと耳く、市民がいきいきと心豊がに薯5せる上

田市在目指して、条例在制定したいと考えています。

条例に盛り込むべを環自の内容は!
b前文

b第1章総則

目的、用語Hの意義、基本理念、 責務、性別による人

権侵害の禁止等

b第E章男女共同参画の推進に関する基本的施策

男女共同参画計画、施策の実施状況の公表、男女共

同参画についての芭発等、事業者からの報告等、積

極的格差是正措置、調査研究、施策の推進体制の整

備

b第3章男女共同参画推進委員会

*皆さんのと意見をお寄せください*
条例に盛り込むべき内容案をまとめたものが、市

役所、各支所、各公民館、市民プラザ・ゅうに用意

してあります。郵送でもお送りしますので、男女共

同参画課にご請求ください。

なお、上回市男女共同書画課白ホームページ

Chttp://www.city.ueda.nagano.jpjd曲目/)にも

掲載してありますのでご利用ください。

これらをご覧いただき、 「こんな条例にしてほし

いJrこんなことを盛り込んでほしL、」など、皆さ

んの考えを聞かせてください。

ご意見はこちらまで

はがき・手紙による郵送か、 FAX、E-mailで。

項目ごと(名称・前文・目的・基本理念・責務・基

本的施置など)にご意見を記入の上(差し支えない

範囲で、住所・氏名・性別・年齢・職業・

上田市総務部男女共同書画課(畢386-8601上田市

大手 1-11-16/君 23・5245/園25・4100/E-mail

danio@city.ueda.nagano.jp)へ、 11月29日働まで

にお出しくださ L、。

bとき 11月16日(却午後 l時3C分-3時30分

bところ市民プラザ・ゅう 2階大会議室

図体・グループ1FS議倒に劃する意見を襲〈金
団体・グループで、条例に盛り込むべき内容につ

いてご意見をいただくこともできます。希望される

団体は、 11月8日幽までに男女共同書画課までお申

し出ください。

74.11.7 (6] 



• かぷと しの

信玄の兜松を偲ぶ現地の集い 盟単語計措言(盟主:詰あての会〕
今から 3年前の11月、地元のみんなに置されてきた元市街宣文化財同

「武田信玄の兜松」が立ち枯れのため伐揮されました。この兜挫の世採

から 3周年にあたる 11月16日出にイベントを開催します。なお、市では

この活動を 「元気な地域づくり支撞事草」のーっとして応唆しています。

bとき 11月16日出午前lC時~正午 bところ 右図多照 t>問曹

ネイティプアメリカン・ラコタ族の祈り (サンダンサー・加藤千砂人さ

ん)、極田西小学校 6年生のコカリナ合奏、吉良健一朗の歌とケーナ・

フルー卜出奏、 「兜松号ヴァイオリン2000Jゃ「兜松コカリナ」の鍛露

などかその他 雨天の場合は、塩飽構造改善センタ (中組)で捌俄

5j1ij 

消
防
団
音
来
隊
由
明
る
く
パ
ワ
フ

ル
な
樹
事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

U
月
日
日
価
午
桂
2
時

1
(午
桂
l
時
却
分
開
場
)
マ
と

こ
ろ

上
田
市
民
会
館
マ
演
奏
曲

エ
ル
ザ
由
大
聖
堂
へ
の
行
列
、
童

話
メ
ド
レ
ー
、
ハ
ッ
ス
ル
ほ
か
マ

入
場
料
輸
料

第
2
聞
よ
小
和
太
厳
チ
l
ム
共
演

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
コ
ン
サ
ー
ト

上
小
地
方
摩
務
扇
総
務
限
企
画
頒
興
係

(宮田・
7
'
'
2
)

地
織
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
小
槍
区
協
協
会

事
務
局
(
申
濁
宮
担

7
7
3
0
)

上
小
地
区
で
和
太
鼓
由
演
審
活
動

を
行
っ
て
い
る
日
団
体
が
害
加
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
地
域
の
伝
統
文
化

の
魅
力
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市鶴間情‘信
ft22・4100
l1li2&・4100な

お
、
こ
白
事
業
白
収
益
は
す
べ

て
社
会
福
祉
施
設
に
寄
附
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き
日
月
刊
日
間
午
桂
1
時

却
分
1
4時
品
分
マ
と
こ
ろ
東

部
町
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
l
ル

(全
席
自

由
)

マ
入
場
料

5
0
0円
(
小

学
生
以
下
無
料
)

音
楽
で
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ
ア
の
会
』

園
周
棟
集
金
隈
(
倉
田

E
5
'
'
S
)

楽
器
に
合
わ
せ
て
歌
を
歌
っ
た
り
、

体
を
動
か
し
た
り
、
す
て
き
な
音
楽

を
聞
い
て
気
持
ち
を
明
る
く
し
、
心

や
体
の
健
康
の
維
持
と
向
上
を
目
指

す
教
室
で
す
。

マ
と
吉

U
月
羽
目
出
園
、
四
月
日

日
幽
(
両
日
と
も
午
桂
1
時
泊
分
1

3
時

)

マ

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

マ
講
師
音
事
療
法
土
・
堀
内
操

さ
ん

マ
定
員

先
着
市
名

マ
参

加
料

無

料

マ

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ

国
保
年
金
課
へ

「
い
い
皮
膚
の
目
」
構
潰
会

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

健
康
鎗
溜
鶴

{
倉
田

-
8
2
4
4
)

皮
膚
と
皮
膚
病
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

ARECプラザ事務局
[信州大学拠維学都内ft21'4377)

lARECか 1
リレー詩綴・交流会. ( 

アサマ ・リサーチエクステンンヨンセンター (AR E C) 

では、企業と大学の技術交流を深め、新産業の創出を目指

す 「リレ 講演 ・交流会Jを行うています。今回は、信州

大学融維学部で研究を行っている先生の皆さんが講出しま

す。一般のかたも参加できます。群しくは、 ARECプラ

ザ窃務局まで。

t>とき・向書下韮のとおり

bところ アサマ・リサーチエクステンションセノター

(AREC) (信州大学繊維学部構内〕

ARECプラザ会f! 輔料

一般 2.000円(1回あたり)

晴秘会終了後、主流会を行います

マ
と
き
日
月
叩
日
間
午
後
l
時

初
分
1
3時
初
八
万
マ
と
こ
ろ

上

田
市
医
師
会
館
ホ
!
ル
マ
内
容

講
演

「
い
ま
話
題
の
ア
ト
ピ
l
性
皮

膚
先
に
つ
い
て
」
(
講
師
信
州
大

学
医
学
部
皮
膚
科
講
師
・
河
内
繋
雄

さ
ん
て
皮
膚
病
無
料
相
談
会

消
貴
生
活
教
室
へ

お
出
か
げ
く
だ
さ
い

生豆沼
環
境
隈

{g
E

・4
1
0
0固
1
3
8
9
1
3
9
0
}

マ
と
き

U
月
羽
目
榊
午
桂
l
時

初
分
1
3時
初
八
万
マ
と
こ
ろ

佐

久
創
造
館
(
佐
久
市
灘
久
保
白
駒
場

公
園
内
)
守
内
容

講
演

「気
楽

に
お
し
ゃ
れ
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
(講

t>t;加料

t>その他

師
漫
画
家
・
赤
星
た
み
こ
さ
ん
)

マ
定
員

1
5
0名
マ
受
講
料

無

料

マ

申
し
込
み
日
月
初
日

附
ま
で
に
生
活
環
境
課
へ

第
5
回
「
米
・
コ
メ
・
こ
め
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

線
綜
限
{
富
田

5
1
2
2
)

マ
と
き
日
月
口
日
制
午
前
9
時

1
午
桂
3
時

?
と
こ
ろ

上
田
市

農
産
物
総
合
集
出
荷
場
(
殿
城
)

マ
内
容

お
に
ぎ
り
白
試
食
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
お
に
ぎ
り
体
験
、
と
っ
か
ん

の
試
宜
な
ど
マ
そ
の
他

当
日
は
、

J
A
信
州
う
え
だ
主
催
の
収
種
感
謝

祭
(
日
月
日
日
出
・
間
口
日
嗣
)
と

同
時
開
催
し
ま
す

14.11.1 [7] 



嫁t'frr

く~o
母袋市畠が市政に3りする皆さんのご意

見を直撞E聴きし、「生活者起点」の市

政軍曹の重参考にさせていただく「市民と

市長の日Jを開催します。草書加希望のか

たr.お申し込みください。

生田、随員も同席させていた疋きます。

.と き 11月28日嗣午前10時~正午

.ところ 市畳室(市役所本斤舎3階)

.対 量市内在住または在勘のかた(グループでも可)

.曹集人数 5名(組}

.懇翫時間 1名{組)20分程度

・申し込みの方法

はがき、 FAX、哩子メールのいずれかに ①氏名 ②住所@電話番号

④話したい内容(市政に関すること)を位入して、 11月14日同まで[必着]

に申し込んでください。クル ブで申し込むかたは、代表のかたの氏名 ・住

所などを配入し、人艶もお・きく疋さい。

ーあて先
「はがきJ・3回 8601上田市置所臨書課内「市民と市長の日」保

fFAXJ 箇23・5111上田市世所副書鹿内「市民と市長の日J距

「電予メルJ"'hishoka@αtv.ueda.nagano.jp 

.その他

応募者事数の場合r.抽選と怠ります。重参加が決定したかたには、開催自の

週間ほど前に、当日の時間をお知らせします.

.問い合わせ 掛置謀 ("22・41回国1112)

率直なご意見を
聴かせてください

池
波
正
太
郎
寓
田
太
平
記
鏑

隠
讃
T

舎
の
お
簡
い

地
表
正
太
郎
轟
図
太
平
E
鎗
(
町
田
・

?
1
0
0)

マ
と
き
日
月
剖
日
制
午
桂
l
時

却八万

1

マ
と
こ
ろ

上
聞
商
工
会

鵠
所
5
階
ホ
l
ル

マ
内
容

講
蹴

「
池
証
さ
ん
と
真
田
太
平
記
」

〔講
師

風
間
完
さ
ん
(
画
家

・
郡
印
刷
菊
池

寛
賞
畳
賞
者
)
、
重
金
敦
之
さ
ん

(
元
朝
日
新
聞
編
集
委
只

・
常
智
大

学
人
間
科
学
部
教
授
)
〕

マ
嘗
加

c 
料

無

料

マ

申
し
込
み

日
月
別

日
閣
ま
で
に
、
真
岡
太
平
記
館
へ

勝
-
の
敏
で
す

図
.
館
ま
つ
り
へ

B
o
r・

国
-
鎗
(
宮
目
・
0
8
8
0)

剣
道
館

Aw--(e
u
・'
?
5
8
)

-
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
ざ
し
き
わ
ら
し
回
全
」

白
皆
さ
ん
が
、
大
人
を
対
車
に
昔
話

や
創
作
物
語
を
語
り
ま
す
(
小
学
生

以
下
の
お

F
さ
ん
は
人
制
で
き
ま
せ

ん)。マ
と
き
日
月
間
日
制
午
前
凶
時

間叫八万
3
U
時
初
分

マ
と
こ
ろ

図

書
館
2
階
小
会
議
室

-
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

マ
と
き
(
と
こ
ろ
)

①
日
月
叩

日
脚
午
前
凶
時

1
午
桂
3
時
(
旧
一

中
跡
体
育
館
)
②
日
月
日
出
日

ω午

前

m時
1
正
午
(
上
回
創
造
館
3
階

図
書
室
)

-
英
鱈
で
臨
み
聞
か
せ
&
交
流
会

マ

と

き

は
月
凶
自
由
午
前
同
時

初
分
1

守
と
こ
ろ

図
暫
館
2
階

大
会
論
室

マ
情
師
困
際
交
流
只

カ
l
ス
テ
ィ
ン

・
マ
リ
ー
さ
ん

.
親
子
で
楽
し
む
図
書
館
前
座
①

ー
図
書
館
探
検
5

マ

と

き

日
月
幻
自

ω午
睡
l
時

初八万
1
3
時

泊

分

マ
と
こ
ろ

図

轡
館
2
階
大
会
議
室

-
親
子
で
楽
し
む
図
書
館
講
座
②

3
新
聞
記
者
の
仕
事

1

マ
と
き

U
月
初
日

ω午
桂
l
時

初
分

i
3時
却
八
万
マ
と
こ
ろ

図

管
館
2
階
大
会
議
室

マ
講
師

信

猿
毎
日
新
聞
社
編
聾
局
次
長

・
高
超

良
一
さ
ん

-
新
の
ご
み
処
理
施
股
を

視
察
に
行
き
ま
せ
ん
か

よ
園
地
鰻
広
峨
連
合
ご
み
処
理
広
緩
化
継
温室

(倉
田

・
2
1
0

・)

上
田
地
域
広
場
連
合
で
は
、
現
在
、

上
回

・
東
部

・
丸
子
の
各
ク
リ
ー
ン

に

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
、
新
し
い
ご

み
処
理
施
設
を
建
設
す
る
計
闘
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
広
く
住

民
の
皆
さ
ん
の
宜
見
を
反
映
す
る
た

め
、
最
新
の
ご
み
処
理
技
荷
を
持
つ

施
設
白
視
察
を
行
い
ま
す
。

マ
と
昔

日
月
初
日
幽
マ
視
察

先

豊
橋
市
宜
源
化
セ
ン
タ
ー
(
霊

知
県
豊
橋
市
)
マ
対

象

上

田
市

と
小
県
郡
内
に
お
住
ま
い
の
か
た

マ
定
員
部
名

(
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

マ
申
し
込
み
申
込
用

紙

〔市
廃
棄
物
対
賢
謀
(
宮

n
・
0

6
6
6
)
と
上
田
地
域
広
域
迎
合
事

務
局
に
あ
り
ま
す
〕
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
四
月
6
日
幽
ま
で
に
市

廃
棄
物
対
策
課
か
上
団
地
域
広
域
連

合
事
務
局
へ

[8) 14.11.1 

白
星
冊
隊
よ
図
募
集
.. 務
扇

{g
E
5
2
6
7
)

マ
受
付
期
間

U
月
5
日

ω
1来

年

1
月
7
日
ω

V

E
E
験
資
格

問

歳
以
上
げ
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
章
者
(
卒
業
見
込
み
を
含
む
)

マ
鼠
験
日

来
年
l
月
U
目
的

マ

そ
の
他

受
験
料

・
正
賞
住
は
無
料
、

完
全
週
休
2
日
制



中央通I.JC司電線地中化工事が完成〆『街中NEWロードヲzスタ」ヘ
平底10年度に胎まった中央通り電融地中化と歩道のグレードアップ工事が10

月末に完了し、上図の顔が新しく生まれ変わりました.この柳章の完成を記ま

するイベントが開催されます。

bとき II月10日価午前叩時~夕方 1>ところ 中央通り商庖冊一帯 (松尾

町、中央一番街、原町) 1>内容 大道芸ストリ トパフォーマンス、フリ

マ ケットm原町、もちつき大会、エコパックプレゼ μ ト(9日・10日)、風船

プレゼント (9日・ 10日}、街中子ども絵画展、均一ワゴノセール、写真コノ

テスト、アートロード提術菌 (ll月2日-10日)、絵手紙躍、日州大学教育学

部品術科卒聾者属、ピュアンクラメン即売コーナー、 Toshi回 '5 Boogaloo 
Bash!パンド淡奏など 1>問い合わせ 中央通り商庖街掘興組合 (古25・2110)

() 

上
回
市
盤
閣
の
5
区
画
を
補
充
募

集
し
ま
す
。
希
製
す
る
か
た
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

マ
応
募
資
格

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
墓
地
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し
て
あ
る
か

た

②

遺

骨
を
親
戚
な
ど
の
墓
地
に

仮
埋
葬
し
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
、

遺
骨
を
寺
社
な
ど
に
預
け
て
あ
る
か

た
〔
①
の
場
合
は

「死
体
埋
(
火
)

葬
許
可
距
」
の
写
し
、
②
の
場
合
は

寺
社
ま
た
は
墓
地
管
理
者
の
証
明
が

必
要
で
す
)

マ
申
込
期
間

四

月

2
日
開

1
同
同
日

ω
マ
最
代
使
用

料

凶

万

8
0
0
0阿
マ

年
間
管

理
料

1
4
0
0
円

属
高
い
遺
構
啓
発
楓
筒
』
を

募
集
し
ま
す

濁
雛
管
理
震
員
会

g務
局
{
宮
田
・
5
4
3
8
)

政
治

・
選
挙
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
常
に
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
明
る
い
選
挙

啓
発
標
語
L

を
募
集
し
ま
す
。

マ
標
語
の
内
容

明
る
い
選
挙
推

進
に
関
す
る
も
の

マ
応
募
方
法

日
月
却
日
幽
ま
で
に
、
は
が
き
か

凹

IE
E
一
に
標
語
(
一
人
何
点
で
も

可
)

・
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
帯
号
を
明
記
し
、
上
田
市
選
帯

管
理
蚤
員
会

〔串
3
8
6
1
8
6
0

1

上
田
市
大
手

l

u

m
-

凹

E
E
Z
E
W】

B
E
E
-
@
9
q
z
a
m

E
宮
吉
壱

(件
名
は

「啓
発
棟
附
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)〕

ヘ

マ

入
選
作
品

明
る
い
選
拶
推
進
の
た

め
、
積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
入
選
者
全
貝
に
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

お
域
口
再
開
発
ピ
ル

特
定
建
築
審
査
募
集

市
街
地
盤
備
陣
駅
周
辺
聖
備
現
地
事
荷
量
m

(
包
担

-
3
4
3
2
}

上
回
釈
お
城
口
市
街
地
再
開
発
事

業
の
巾
・で
建
設
を
予
定
し
て
い
る
第

3
街
区
再
開
発
ピ
ル
に
つ
い
て
、
民

間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
事
擦
を

堪
め
る
た
め
、
怯
岨
付
者
で
あ
る
市
に

代
わ
っ
て
再
開
発
ピ
ル
を
建
築
し
取

得
す
る
民
間
事
章
者
(
特
定
建
築
者
)

を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
期
間

口

月

1
日
幽
1
悶

n日
掛

マ

応
募
方
法

特
定
建
築

者
募
集
要
額
〔
市
街
地
整
備
課
駅
周

辺
整
惜
現
地
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

申
規
定
に
従
い
応
募
し
て
く
だ
さ
い

マ
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

市
街

地
整
惜
諜
駅
周
辺
整
暗
現
地
事
務
所

〔
畢

3
8
6
1
0
0
2
5
天
神
1
1

3

1

(
旧
北
天
神
町
公
金
堂
)
〕

f 
お知らせ「

ひ
な
人
器
展
」
を
来
年
2
月
8

日
出
か
ら

4
月
日
日
制
ま
で
開
催
し

ま
す
。
こ
の
人
形
展
に
出
品
す
る
古

い
ひ
な
人
形
(
で
き
れ
ば
江
戸
時
代

の
作
品
)
を
探
し
て
い
ま
す
。
お
貸

し
い
た
だ
け
る
か
た
は
博
物
館
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
準
備
白
都
合

の
た
め
、
な
る
べ
く
早
め
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

に
せ
副
醜
萄
鵬
圃聞
に

ご
注
憲
〈
だ
古
い

上
国
税
務
・

AS
E
-
-
0
2
3
4
)

最
近
、
説
務
署
職
貝
を
装
い
勤
務

先
や
取
引
先
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
た

り
、
現
金
を
持
ち
去
る
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
身
分

証
明
書
を
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
白
か
た
が
電
話
で
問
い
合
わ

せ
を
畳
け
た
時
は
、
す
ぐ
に
害
え
な

い
で
必
ず
本
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
か
し
い
な
?
と
思
っ
た
ら
、
そ

の
場
で
説
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

男
宜
其
問
書
面
陣
(
冒
お
・

5
2
4
5)

〈市
島
町
声
か
ら

{回
総
代
女
性
)
i〉

「
立
性
週
間
」
が
「
男
女
共
同
書
面

週
間

(
6
月
羽
田
か
ら
一
週
間
)
」
に

名
称
が
代
わ
り
、

2
年
が
た
ち
ま
す
。

伺
罰

E
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
園

近
に
な
コ
て
前
身
の
女
性
週
間
は
、
昭

和
引
年
4
月
叩
自
の
国
政
選
挙
を
記
意

し
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
初
め
て
主
性
も
選
挙
権
を

得
て
、
四
名
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た

の
で
す
。
当
時
、
小
学
5
年
生
の
少
主

だ
っ
た
私
も
や
っ
と
男
女
同
権
に
在
っ

た
と
う
札
し
く
思
い
ま
し
た
。

当
時
、
自
慢
軍
の
鯵
で
あ
る
母
は
、
自

分
の
意
見
も
曹
z

え
ず
聖
事
や
麿
事
に
追

わ
れ
る
寄
日
で
し
た
。

母
の
よ
う
に
は
生
き
た
く
な
い
、
そ

ん
な
思
い
が
教
師
へ
の
直
に
向
か
わ
せ
、

「
女
は
」
と
い
う
軽
視
を
は
ね
の
け
、

結
婚
し
て
も
働
く
こ
と
を
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
育
て
の
宜
揮
を
し
て
く
れ

た
両
親
が
亡
く
在
る
と
退
職
せ
ざ
る
を

え
ま
セ
ん
で
し
た
。

仕
事
も
手
育
て
も
し
た
い
と
悩
む
時

親
身
草
子
育
て
宣
揖
が
ほ
し
い
も
の
で

す。
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
、
社
会
橿

帰
も
ス
ム
ズ
に
で
き
る
よ
う
な
法
の

整
備
と
柔
軟
さ
が
、
こ
れ
か
ら
の
男
と

貫
か
主
え
あ
う
暮
ら
し
に
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

14.11.1 [ 9] 
-、



Pとき 11月12日開午後7時- 1>ところ よ常田公会主 (常国 2-24-]0・

1院でお越しの場合は、ジャスコ上回匝の駐車場を利用してくださし、) 1>揖要

①陪舗名称昭栄上回ゾヲッ ピノグセンタ - a所在地上聞市常閲二丁目930
1外 ③変更届け出事項 (下韮のとおり) ④変更する年月日 平成14年10JJ8 
日

大規模小売庖舗

の説明会

場が利用可能な時間帯

午前"寺ヨ田守~午後10時閣分
(年間90日は午前8持'3C分-)

午前8時叩分~午後11時却分

開后時~J

-亜聖届け出事項
F ーーホ芸韮玉名

商工隈 (D23・5395)

大規模小売庖舗の営業時間変更の

届け出に伴い、説明会が開催されま

すのでお知らせします。

聞い合記官

家
庭
用
計
量
揖
の

無
料
精
度
診
断
を
し
ま
す

商
工
個
師
(
包

n
・5
3
9
5
)

午後11時

身
近
な
計
量
器
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
血
圧
計
(
デ
ジ
タ
ル

を
除
〈
)
、
体
楓
計
、
ヘ
ル
ス
メ

タ
l
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
を
無
料

で
諺
断
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
計
量
に
閲
す
る
こ

質
問
も
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

U
月
7
日
榊
・
同
8
日

掛
・
同
日
日
開
・
間
四
日
仰
(
午
前

9
時
1
正
午
・
午
後
l
時
1
3時
)

マ
と
こ
ろ
市
役
所
西
庁
舎
2
階

第

3
全
議
室

午前9崎

困
っ
た
時
は
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う

女
性
総
合
相
敵
窓
口
へ

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
品
ラ
-{-uu
・2
9
8
8
)

あ
な
た
の
悩
み
や
問
題
を
ゆ
っ
く

り
お
聞
き
し
、
共
に
受
け
と
め
、
心

の
整
理
由
お
手
伝
い
を
し
て
、
解
決

の
た
め
の

一
世
を
踏
み
出
す
応
援
を

し
て
い
ま
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日
時
月
曜
日
3
土
曜
日

午
前
9
時
1
午
佳
9
時

(土
暇
日
は

午
後
5
時
ま
で
)

マ
相
麟
尊
用
電

話
百
幻
・

3
1
2
3
マ
問
い
合

わ

せ

市

民
プ
ラ
ザ

・
ゅ
う
(
材
木

( 

• 

14.11.1[10] 

「都市会t観の日 00月4日)Jに

先立って、上JIliIi景観条例に基づく

「柳町まちづくり・景観協定」の認
吋'10月2日剛に行われました。こ

Z庇8年5月認定の「しなの木

通りまちづくり協議会」、昨年 5J J 
に認定された「締ノ本地民まちづくり協議全」についで、 3l1¥日と
なります。

中心市街地の北?寄りに位慣する柳田了地限は、旧北国街道に刷し、
r 1:山の民組回避」にも遺ばれ、映画のロケにもたびたび曲われる

「うだっjや 「精子」の去しい家並みが残る場所です。街の一角に

は、市の飲料用水道として最も芦口、 「保命水」があり、以前から歴

史ある街並みを大切にしてきました。平成4年 5月には 「まちづく

り協議会(現会E 石轟秀さん)Jが設立され、理境整曲事業に取

り組んできました。続近では住宅や厳が飲食府に故造され、そぽ屋

や割1立が開業し、活性化が図りれています。-.IJで1<，昨年立派な

うだつのある民隔が取り壊される話が持ち上がり、これがひとつの

契慣となり、 90%近い同意を得て景観協定が結ばれました。

協定の内容には、

①伝統的な曹圏買の建築物などは維持保全に努力する。

②伝統的な雰囲買の建築物と違和感町9牢い

建物に揖める。

③派手な色を避けた小規槙の展外

広告鞠にする。

④柳町植樹や輯化の推進に努める。
⑥自動販売槽の殴置を避l才る。

などの世祖形成項目が盛り込ま
れており、今後もよりいっそう[堕

史的 ・文化的な耳囲気の感じられ

る、落ちl!いた美しい街並みのJfj

成が期待されます。

町
1

2

2

・
E
幻
・

2
9
8
8)

へ-
女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
設

日
月
か
ら
女
性
白
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時

間
は

一
人
初
分
以
内
で
、
相
談
は
無

料
で
す
(
要
予
約
)。

マ
相
談
日
時
毎
月
第
4
木
昭
日
午

前
叩
時
1
正
今

(今
月
の
相
談
日
は

u月
鉛
日
闘
で
す
)

-
専
任
相白
血
員
に
よ
る
相
訟

マ
相
談
日
時
毎
週
火
・
木
暇
日

午
後
2
時
1
9時
(
受
付
は
午
後
8

時
ま
で
)
、
第
2
・
4
土
曜
日
は
午

に上型官す ル 適
通勤把握 に なで市

白 どあで

やす lまる行をるは

散控る，り、道路 よ

」 つう道路i均1三 言霊
違のな中 難困はと その 延長は9 てすがいま 道路パに、 い つ

笠2(宮3 (Z23 2 
た1b 7 

( 5付午後λ は2 ど で 路面状況喜 5 安全に

a 24285 2 5 ' 
にす。 1 、ト

岡市ロ快で
道 以 で |

路
上
白
穴
や
落
石
な
ど
の
障
害
物
を

発
見
し
た
場
合
は
、
管
理
課
か
土
木

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
町
舎
の

外
壁
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

管
財
限
時
舎
管
理
係

(
g
E
・5
1
1
4
)

市
役
所
本
庁
舎
の
外
壁
の
改
睦
工

事
を
U
月
中
旬
か
ら
来
年
l
月
末
ま

で
行
い
ま
す
。

工
事
車
両
の
出
入
り
や
足
場
白
組

み
立
て
な
ど
に
よ
り
、
市
民
白
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



| 什I竺I卜案内 E • 
，m ・0762-二の丸，-，

扇繭丈冨
上田市民会館
r~~' 一ー詰「 問い合わせ

消防鼠J!l諸複
無料 (O2ij'Q119) 

-材木町1-2-3雷 22・0760上田市文化会館
副1r
。日

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

上田市消防団音楽隊
第14固定期資奏会

11/10 
日

生産学習霞
(酎泡 5102);有料10:00 

第 5回
うえだ域下町映画祭

新しい五五域会話番義喜を指定
担水設備工事および酷水装置工事は、市で指定した草者で

ないと施工できません。指定業者は市への申摘手続き ・工事

等をいっさい代行しますので、工事の申し込みは指定業者へ

直接怯頼してください。

.新たに指定した下水道指定工事庖

l 工事后名 i 営業所所湛梧

浦工務所|畏野市曜日t町烹寺尾3A糾

伺膏原興業|小県郡丸子町大字畏頑2816

鮒小綜組上回営業所|上毘市大字芳図叩18-5

よ図土木工業側|上田市口大字d泉871-2

つ電話喬号

0"・278・2702

来今囲網慣したの院新規に指定されたヨ聴者です.すべての指定業者名をiE知リ
になりたい場合陪上下水道局曾禦標銘排水係 (tt22-4ω0伺1532'153削ま
でお問い合わでください.

くJ
秋
の
火
災
予
防
運
動

日
月
9
日
出
5
同
日
日
樹

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
・
三
井
ち
え
品
目
指
町
四
e

鈴

木

芳

水

新

聞

剖

・

石

井

し

ま

子

半

過

制

'
・
谷
井

段

上

常

附

日

・

矢

ぬ

利

到

底

採

れ

・

稲

葉

き

み

子

東

仰

山

曲

、
・
山
崎
議
人
上
川
断
柳
町
廿
・
聞
ち
せ
市
上
見
台
剖
・
石
井
賢
二

半

過

時

飯
川
蹄
良
小
山
水
制
，
大
泉
泰
彦
西
前
山
町
.
楓
山
消
俊

l

『
川
附
幽
柳
町
田

樹
井
百
合
子
川
辺
町
田
和
岡

-
子

下

小

品

副

宮

尾

す

、

む

新

冊

目

印

・

成

湾

益

吉

敏

円

-

山

本

榊

雄

分

去

田

・

丸

山

正

比

天

神

町

朗

叩

大

村

田

御

崎

北

大

子

町

時

山

口

好

正

織

原

肝

大

阪

健

次

上

宝

賀

岡

田
・
背
均

一元
久
大
手
町
祁
一
竹
花
郁
子
大
陸
叩
…
翠
川
け
さ
み
小
白
浪
曲

師
・
迫
藤
利

一

岩

下

回

・

場

内

元

三

下

本

郷

田

・

保

科

安

吉

岡

刊

田
有
泉
さ
か
い
川
辺
町
制
小
編
凶
B
W忠
縦

川

新

町

神

小

梨

事

録

古

岡

田

曲

玉

井

消

朝

日

夕

丘

れ

和

泉

安

正

止

省

側

M
m
m

山

崎

和

男

山

日

門

灯

中

的

綴

喧

す

野

竹

曲

油

井

孝

子

川

辺

町

吋

裂

防

典

子

染

毘

刊

肝

白

崎

淡

上

聞

原

創

出

竹

内

節

了

簡

野

竹

田

興

株

式

喜

北

天

神

町

曲

目

中

滞

秋

生

新

医

師

出

回

滞

知

以

下

初

日

本

町

A
7
水

間

下

回

山

H

印
e

中

村

と

よ

上

沢

明

・

下

林

松

校

下

吉

田

円

ω
出向島

M

苅

十

岩

門

口

曲
一
久
保
問
茂
雄
下
室
飽
剖
…
施
滞
澗

-

岩

門

田

・

市

開

作

治

五

加

官

問

中

海

秀

附

下

宵

木

ω
関
口
和
抱
北
常
国
岡
…
土
屋
立
身
下
室
賀
町

円

側

聞

ユ

キ

金

井

帥

沌

滞

か

つ

よ

新

町

田

{
8
月
届
け
出
分

・
敬
称
略
}

浦

野

伊
勢
山

耐
天
神
町

野

竹

下
之
鰐

北
常
開

院

内

円

以

内

崎

北
常
岡

下

場

院

内

神

畑
川
辺
町

月四堀
内
陵
子

石
倉
和
子

大
竹
イ
ツ

高
木
宇
部
政

児
玉
万
亀
夫

梨
山
あ
一き
ょ

初

得

年

三

堀
内
ふ
さ

仲

山

勝

牧
野
幹
夫

竹
花
き
ょ
子

樋
口
佳
道

前
ぬ
阜
人

42-4422 

35・2673
24・2353

伺栢

嗣

円
月
9
日
は
川
番
の
目

火
事
・
救
助
i

救
急
は
叩
番
ヘ

-
天
ぷ
ら
姐
同
峰
山
人
が
つ
き
や
す
い

建
物
火
災
の
出
火
原
因
の
第
1
位

は
「
こ
ん
ろ
」
で
す
。

実
ぷ
ら
油
は
そ
の
温
度
っ
か
尭
火
点

(約
3
6
0
1
3
8
0℃
)
以
上
に

E
る
と
、
火
種
が
在
く
て
も
呈
火
し

て
醜
揮
を
は
じ
め
ま
す
。

一
般
に
使
用
前
の
天
ぷ
ら
油
を
軍

庭
用
ガ
ス
こ
ん
ろ
で
加
熱
す
る
と
、

約
5
分
で
掴
げ
物
に
適
し
た
温
度

(約
1
6
0
1
2
0
0℃
)
に
蓋
し
、

そ
の
ま
ま
の
状
睡
で
盟
置
す
る
と
約

叩
分
ほ
ど
で
異
臭
と
と
も
に
白
い
煙

が
立
ち
始
め
、
却

i
担
分
で
尭
火
点

に
達
し
小
〈
か
つ
き
ま
す
。

-
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ス
キ
に

吏
一ぷ
ら
油
火
民
的
多
く
は
、
天
ぷ

ら
を
掲
げ
て
い
る
時
に
来
害
・
電
話
・

子
ど
も
の
世
話
在
ど
で
、
「
こ
ん
ろ
」

か
ら
躍
れ
た
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

-山
A

が
つ
い
て
し
ま
っ
て
も
慌
て
ず

に
消
火
を

夫、丸山
-
b
油
火
出
が
尭
生
し
た
時
は
、

水
で
消
火
す
る
と
炎
が
曙
尭
的
に
拡

大
し
、
周
囲
に
油
が
飛
び
散
り
大
や

け
ど
を
負
っ
た
り
す
る
な
ど
た
い
へ

ん
危
院
で
す
。

こ
ん
在
時
は
、
慌
て
在
い
で
斑
白

状
曹
を
確
認
し
、
氏
出
か
小
さ
く
(
炎

の
高
吉
叩
間
程
度
)
油
面
上
を
ち
ら

ち
ら
動
き
回
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合

は
、
「
こ
ん
ろ
」
の
火
を
止
め
、
蝿

の
全
面
を
覆
工
つ
ふ
た
を
し
て
空
貴
を

遮
断
す
る
こ
と
で
消
火
で
き
ま
す
。

成
人
か
大
き
く
(
提
の
高
さ
泊
四
以

上
)
由
比
定
し
た
状
態
で
油
が
燃
え
て

い
る
場
合
は
、
消
火
器
を
使
用
す
る

の
が
置
も
よ
い
方
法
で
す
。

-
火
災
防
止
は
心
が
け
し
だ
い

天
ぷ
ら
油
火
災
を
防
く
た
め
に
は

①
い
っ
た
ん
火
を
つ
巾
た
ら
絶
対
に

そ
の
唱
を
睡
れ
な
い

②
ど
う
し
て
も
離
れ
る
必
塞
が
あ
る

場
合
は
「
こ
ん
ろ
」
の
火
を
消
し

て
か
ら
離
れ
る

こ
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
、
消
火
器
の
佳
用
方
法
も

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

#) 
消防本部
予防聾
!!26・叩却

10月16日売行の広報うえだ・教育うえだ合併号19ページの神川地区公民館講座の日程表中、 11月288剛の欄に

限りがおりました。正しくは学習内容 山本鼎ど自由画、 錦師 罪町修司さん(涜小学絞教蹴)でした。訂正

しおわびします。

Iii!!霊園
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掴こころの相談日
現代社会では仕事や環境の変化が多〈、ストレスや

人間関川系などがきっかけとなり、こころに変調をきた

すことがあります。

こころの健康のことや生活四ことでご相談があるか

fこは、ご本人・ご家族などどなたでもお気軽にご相談

くださ L、。秘密は固く守られます。

bとき 11月13日剛・同27日附午前 9時30分-11時

30分(1人 1時間) 1>ところ 市役所南庁舎 6階

1>相談担当 精神保健福祉相談員・保健師 1>申し込

み 電話等で健康推進課へ(予約制) 1>その他 保

健師による相談は随時行っていますのでご利用くださ

い b問い合わせ 健康推進課 ("23・8244)

.第3回「いいお産の日Jinうえだ講演会
「母乳で育てたいと思うけれど、出るか心配」

「無理なく母乳育児がしたい」と考えているこれから

お産をするかたや、育児中のお母さん、母乳育児に関

心があるかたが対車です。ぜひ、ご書1mください。

1>とき 11月10日旧)午後 l時30分-3時30分 bと

ころ市民プラザ・ゅう b内容 講演「母乳で育て

るコツJ(講師 自然育児相談所所長・日本母現ケア

研究会顧問・山西みな子さん) 1>入場料無料 b 

その他 託児を希望するかたは、 11月8日幽までに市

民プラザ・ゅうへ 1>問い合わせ 市民プラザ・ゅう

(..27・2988)

.歯周疾患検診(40歳・ 50歳歯科検診)
今年度40設と50歳になるかたに、歯周疾血検訟を実

施しています。歯周疾患は、初期白自覚症状が乏しく、

症状が出てくるときには進行しており、歯を失ってし

まうことが多い疾患です。できるだけ早期に口腔の健

康状態を検査して、いつまでも自分の歯で食べる楽し

みを味わい、豊かな生活を送れるよう、この機会にぜ

ひ畳診してくださ L、。

1>実施期間 来年 2月28日まで b実施場所 下記

歯科医院(指定医療機関)一覧輩出とおり b検診内

容 問診・口腔内検査・保健指導 b検診費用 40歳

は無料、 50歳は500円 b持ち物 ①歯周疾患検診畳

器証(転入や紛うた等で手元にないかたは、お閉し、合わ

せを) ②健康保険証(引き続き治療する場合に必要

になります) 1>その他 事前に電話予約してからお

出かけを b問い合わせ 健康推進課(宮23・8244)

・歯科医師(指定医療機関)

劃
一・
土需【・

ili--Z上
限

EAga--

• r痴ほう」についての相談会
痴ほうのかたの介護方法等でお悩みの介護者のかた、

お気軽にご相談くださ L、。

1>とき 12月11日刷午後 l時10分-5時 1>ところ

市役所南庁舎 l階高齢者介護課 b定員若干名

1>相続担当 刷内静子さん(グループホーム「せせら

ぎ」・看護相談室 「せせらぎ」代表、元国立小諸療聾

所痴ほう性老人病棟副婦長) 1>申し込み 電話で高

齢者介護諜(宮22・410C園1616)へ

.障害者対象パソコン講座
bとき 11月15日働・同19日関・同22日幽 ・同26日

例午桂7時-9時(4回コ ス) 1>ところ 上田市

ふれあい福祉センタ- 1>内容 パソコンの基礎知識

と基本操作、年賀状づくり b対章者 上小地域在住

の障害者白かた b定員先着15名 b受講料 無料

b申し込み 包括で上田地域身体障害者自立生活支

援センターへ b問い合わせ 上団地域身体障害者自

立生活支援セノター ("28・5522/1ll28・5520)

14.11.1 [12) 

u且官舎名)電話番号惇旗第周名(自治会名}電話番号

着久保歯科(下青木〉 35'0507 関鋼科 〈悩入〉 27.3218 

赤池歯科(北天神町} 22-3224 関歯科(上田原} 24・8148

アップル歯科 011辺町) 21・1818高橋歯科〈北大手町) 21・1875

あんざい歯科(浦野) 31'3988 滝沢歯科クリニγク岨曲 24.9774 

理堂歯科(馬場町) 21・1443調理歯科(塩田新町) 38・2567

いちかわ歯科(本郷) 37・1231溜薄歯科 (大屋) 35'∞35 

一之瀬歯科{下之郷) 38・8117竹内歯科 (111辺町) 27.2234 

弁出歯科(械北) 22・3523図中歯科{ 好町) 24・5123

岩倉歯科(上紺屋町) 22・5391 田中歯科 (住吉) 24・5566

ウエスト DC (芳田) 35・0関2中湾歯科 (本町〉 22・3688

海野町<t料E会費所 (淘野宿J)27'4340 中島歯科クリニック伍加)3自・3125

大角歯科(女中央2丁目) 22・2292ハートフル歯科(中之条) 28'8727 

E原歯科(贋匠町) 27・1田8馬場歯科〈麿匠町〉 22・1337

小田中歯科(南実神町) 24・8130馬場歯科(北常国} 27.8499 

神科歯科〈畏島)27・0544布施歯科(神科新屋〉 24・1671

北上田歯科(新田) 27・8190逸見歯科(下常国} 22・1852

草間歯科(北常田) 22・2164マツオ歯科(下常国) 28'8777 

11やき歯科(岩門) 29'8111 総原歯科(馬海町) 22，0192 

小林歯科(材木町) 25・1325マド力歯科(篠原〕 27・8755

小牧構歯科(国分) 22・9225水野歯科〈吉田) 22'5034 

笹井歯科(祖国) 25・3770 芥歯科(畏島) 27'7622 

佐腹自歯科 (大手町) 22・0178宮原幽科 (木町) 22・9078

住藤歯科{馬場町) 22・0871宮下歯科(上房山) 22・2341

塩田病院(中野)珂 '2221 飾付舗科(本町)22'1322 

清水歯科〈新毘) 22・3486山越歯科(下之郷)38・8567

正村醐クリニックL上常国)27.6330 棚沢歯科(肯中央北) 22・20"
膏厚歯洞クリニヴク仔塩田 26・8148善要歯科(千曲町) 25.3回q

関歯科 〈愛宕町) 24・8225産部歯科 [上塩尻) 22・1938

覧表 [50音順]-n・4
，。0
4冒
Et--4

議長禽l季、地区各で表示してあります。

an
・1
4
8
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